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５
月
27
日
か
ら
６
月
28
日
ま
で
の
会
期

で
５
月
定
例
会
を
開
き
ま
し
た
。
本
定
例

会
で
は
、
小
・
中
学
校
屋
内
運
動
場
大
規

模
改
造
工
事
や
北
部
消
防
庁
舎
等
複
合
施

設
建
設
工
事
な
ど
の
請
負
契
約
の
締
結
を

は
じ
め
、
学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
教
育
の
効
果
的
な
推
進
の
た
め
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
に
対
す
る
謝
礼
金
や
通
信
環

境
の
無
い
低
所
得
世
帯
に
対
す
る
モ
バ
イ

ル
ル
ー
タ
の
貸
与
に
係
る
経
費
お
よ
び
児

童
用
端
末
の
代
替
予
備
機
増
設
に
係
る
費

用
等
を
計
上
し
た
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
係
る
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
の

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
へ
の
生
活
支
援
特

別
給
付
金
の
支
給
経
費
を
計
上
し
た
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）な
ど
、
市
長
か

ら
提
出
さ
れ
た
28
件
の
議
案
は
す
べ
て
議

決
等
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
か
ら
は
、
意
見
書
案
お
よ

び
決
議
案
に
係
る
８
件
の
市
会
議
案
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

（
委
員
会
で
の
審
査
内
容
の
一
部
は
８
～

10
面
に
、
議
決
結
果
等
は
14
、
15
面
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。）

教育現場でのICTの利活用が進んでいます（市内小学校での授業の様子）。
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代 表 質 問 ・ 質 問 に つ い て

代 表 質 問
今定例会では７会派が代表質問を行いました。

　６月11日、14日、15日、16日の４日間で34人の議員が代表質問、質問（個人質問）を行いました。
その一部を質問順にお伝えします。（表記方法は会派の意向を尊重しています。また、記事の内容は令和
３年５月定例会時点のものです。）
　詳細な内容は、会議録をご覧ください。会議録は、市役所の市民総務室（情報公開）、図書館等に備え
ています。
　なお、新型コロナウイルス感染症については、新型コロナと略して表記しています。

（注）木村議員、有澤議員、泉井議員の質問記事の答は、市長に成り代わって、担当副市長が答弁しています。

子
ど
も
の
学
習
機
会
を
保
障
せ
よ

問　

家
庭
の
経
済
状
況
に
よ
り
学
校
外
で

の
子
ど
も
た
ち
の
学
習
機
会
が
損
な
わ
れ

る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
ま
た
子
ど
も
た
ち

の
夢
や
未
来
を
応
援
す
る
た
め
、
学
習
塾

や
習
い
事
で
使
用
可
能
な
ク
ー
ポ
ン
券
の

発
行
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
は
ど
う
か
。

答

副
市
長　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、

本
市
の
子
供
の
夢
・
未
来
応
援
施
策
基
本

方
針
作
成
時
に
比
べ
、
子
ど
も
を
取
り
巻

く
環
境
は
変
化
し
て
お
り
、
今
後
、
ア
ン

ケ
ー
ト
で
実
態
を
把
握
し
、
同
方
針
の
見

直
し
を
図
っ
た
う
え
で
、
事
業
を
精
査
し
、

子
ど
も
の
夢
と
未
来
を
応
援
し
て
い
く
。

中
・
長
期
的
な
市
の
財
政
計
画
を

問　

将
来
世
代
に
負
担
を
先
送
り
し
な
い

と
い
う
観
点
か
ら
、
少
な
く
と
も
10
年
か

ら
15
年
の
中
・
長
期
的
な
財
政
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
策
定
し
て
は
ど
う
か
。

答　

第
４
次
総
合
計
画
の
財
政
運
営
の
基

本
方
針
に
お
い
て
、
令
和
10
年
度
ま
で
の

収
支
見
通
し
を
示
し
た
う
え
で
、
毎
年
度

策
定
す
る
実
施
計
画
に
お
い
て
、
社
会
経

済
情
勢
の
変
化
等
を
踏
ま
え
、
５
か
年
の

収
支
見
通
し
を
新
た
に
作
成
し
て
い
る
。

北
千
里
小
学
校
跡
地
複
合
施
設
建
設 

予
定
地
北
側
の
土
地
の
利
活
用
を

問　

北
千
里
小
学
校
跡
地
複
合
施
設
建
設

予
定
地
北
側
の
土
地
の
利
活
用
に
つ
い
て

は
、
複
合
施
設
と
の
一
体
感
を
持
っ
た
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
の
よ
う
な
多
世
代
の
市

民
が
集
え
る
ス
ペ
ー
ス
に
し
て
は
ど
う
か
。

答　

周
辺
で
は
、
民
間
業
者
に
よ
る
保
育

所
お
よ
び
高
齢
福
祉
施
設
も
整
備
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
の
施
設
と
の
連

携
や
相
乗
効
果
が
期
待
で
き
る
よ
う
、
当

該
地
に
適
し
た
利
活
用
の
検
討
を
進
め
る
。

今
後
の
学
校
教
育
施
設
の
整
備
は

問　

今
後
の
学
校
教
育
施
設
の
整
備
は
、

校
区
替
え
を
含
め
、
市
民
の
理
解
無
し
に

は
進
め
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
教
育
長

や
市
長
に
は
、
市
民
と
共
に
学
校
教
育
環

境
の
改
善
へ
の
道
を
踏
み
出
す
姿
勢
が
望

ま
れ
る
と
考
え
る
が
、
所
見
を
問
う
。

答
教
育
長　

今
後
を
見
据
え
、
全
市
的
な

通
学
区
域
の
見
直
し
も
含
め
、
あ
ら
ゆ
る

方
策
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

答

市
長　

こ
れ
ま
で
手
を
つ
け
て
こ
な

か
っ
た
教
育
条
件
の
均
衡
化
へ
の
責
務

を
、
果
た
す
べ
き
時
期
が
来
た
と
考
え
る
。

64
歳
以
下
の
市
民
対
象
の 

新
型
コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

問　

64
歳
以
下
の
市
民
を
対
象
と
し
た
新

型
コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、
個

別
接
種
を
拡
大
さ
せ
る
べ
き
と
考
え
る
が

見
解
を
問
う
。
ま
た
、
職
域
接
種
の
実
施

体
制
や
二
重
予
約
防
止
策
等
も
聞
き
た
い
。

答　

就
労
な
ど
、
接
種
へ
の
制
約
も
推
察

さ
れ
る
た
め
、
個
別
接
種
の
拡
充
に
向
け
、

吹
田
市
医
師
会
と
協
議
を
進
め
る
。
ま
た
、

職
域
接
種
は
保
育
・
学
校
教
育
施
設
従
事

者
の
接
種
を
検
討
し
て
お
り
、
ほ
か
の
接

種
枠
で
の
予
約
状
況
を
確
認
し
、
ワ
ク
チ

ン
に
余
剰
を
出
さ
な
い
よ
う
努
め
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
子
育
て
支
援

問　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
妊
産
婦
や
乳

幼
児
等
が
い
る
家
庭
へ
の
訪
問
事
業
を
市

は
ど
の
よ
う
に
実
施
し
て
い
る
の
か
。

答　

産
後
家
事
支
援
事
業
や
妊
産
婦
へ
の

訪
問
相
談
等
は
、
訪
問
前
に
ス
タ
ッ
フ
と

訪
問
先
の
双
方
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、

感
染
対
策
を
徹
底
し
、
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
民
生
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員

に
よ
る
子
ど
も
見
守
り
家
庭
訪
問
事
業
は

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
し
て
い
る
。

民
主
・
立
憲
フ
ォ
ー
ラ
ム

木き

村む

ら　
　

裕
ゆ
た
か

公
　
明
　
党

坂さ

か

口ぐ

ち　

妙た

え

子こ

大
阪
維
新
の
会
・
吹
田

高た

か

村む

ら　

将ま

さ

敏と

し
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新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
係
る
情
報
を

問　

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
は
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
可
能
な
環
境
整
備
に
加
え
、
同
接
種

以
外
の
選
択
肢
と
し
て
、
自
己
免
疫
力
向

上
の
周
知
が
重
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
柿

渋
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
不
活
化
に
有

効
で
あ
る
な
ど
、
研
究
成
果
の
あ
る
情
報

は
、
市
独
自
で
も
周
知
す
べ
き
で
な
い
か
。

答　

免
疫
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、
バ
ラ

ン
ス
の
よ
い
食
事
や
適
度
な
運
動
等
が
大

切
だ
と
、
こ
れ
ま
で
も
市
報
等
を
通
じ
て
啓

発
し
て
き
た
。
今
後
も
、
国
や
大
阪
府
か

ら
の
情
報
も
含
め
、
周
知
に
努
め
て
い
く
。

２
０
２
５
年
国
際
博
覧
会
に
つ
い
て

問　

２
０
２
５
年
の
大
阪
・
関
西
万
博
開

催
時
に
は
、
ア
ジ
ア
初
の
万
博
の
歴
史
的

功
績
を
有
す
る
本
市
が
、
全
庁
を
挙
げ
て
、

そ
の
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と
し
て
名
乗
り
を

上
げ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
問
う
。

答
市
長　

同
万
博
開
催
時
に
は
、
本
市
に

あ
る
万
博
記
念
公
園
が
関
連
会
場
に
な
る

と
認
識
し
て
お
り
、
多
く
の
大
阪
府
民
に

愛
さ
れ
る
、
緑
豊
か
な
大
規
模
公
園
と
し

て
成
熟
し
た
姿
を
、
世
界
か
ら
の
来
訪
者

に
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

万
博
記
念
公
園
駅
前
周
辺
地
区 

活
性
化
事
業
に
つ
い
て

問　

万
博
記
念
公
園
駅
前
周
辺
地
区
活
性

化
事
業
の
提
案
概
要
で
は
、
ア
リ
ー
ナ
建

設
に
加
え
、
本
市
の
特
別
用
途
地
区
内
で

の
共
同
住
宅
建
設
計
画
が
示
さ
れ
て
い
る
。

当
事
業
の
選
定
委
員
会
か
ら
は
、
関
係
機

関
の
意
見
等
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
提

案
の
具
体
化
に
向
け
、
大
阪
府
と
本
市
の

サ
ポ
ー
ト
を
求
め
る
コ
メ
ン
ト
が
出
さ
れ

た
が
、
本
市
の
都
市
計
画
担
当
者
へ
の
府

か
ら
の
事
前
相
談
は
全
く
な
か
っ
た
の
か
。

答　

府
か
ら
は
、
特
別
用
途
地
区
に
お
け

る
本
市
条
例
の
一
般
的
な
事
項
に
つ
い
て

の
確
認
は
あ
っ
た
が
、
提
案
内
容
に
関
す

る
具
体
的
な
相
談
や
協
議
は
な
か
っ
た
。

問　

本
市
都
市
計
画
へ
の
配
慮
を
大
き
く

欠
く
提
案
内
容
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
業

計
画
に
協
力
せ
よ
と
府
か
ら
一
方
的
に
言

わ
れ
る
こ
と
に
は
到
底
納
得
が
で
き
な
い

が
、
市
長
は
ど
の
よ
う
な
見
解
な
の
か
。

答
市
長　

事
業
者
が
限
ら
れ
た
情
報
の
下

で
作
成
し
た
構
想
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
正

式
な
事
業
計
画
案
が
提
示
さ
れ
る
流
れ
で

あ
る
。
そ
の
案
の
都
市
計
画
上
の
適
切
性

の
是
非
を
適
正
に
判
断
し
て
い
き
た
い
。

市
民
生
活
の
実
態
と
支
援
に
つ
い
て

問　

生
活
困
窮
者
自
立
セ
ン
タ
ー
で
の
相

談
件
数
等
や
生
活
保
護
制
度
に
つ
い
て
の

相
談
件
数
等
の
現
状
を
踏
ま
え
、
市
民
生

活
の
実
態
に
係
る
市
の
見
解
を
問
う
。

答　

本
年
５
月
の
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
で
の
新
規
相
談
件
数
は
77
件
、

生
活
保
護
制
度
に
つ
い
て
の
相
談
件
数
は

１
４
０
件
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化

の
影
響
で
、
相
談
内
容
は
漠
然
と
し
た
不

安
の
訴
え
か
ら
切
実
な
内
容
へ
と
変
化
し

て
い
る
傾
向
に
あ
り
、
今
後
も
市
民
個
々

の
事
情
に
寄
り
添
い
、
支
援
し
て
い
く
。

生
理
用
品
の
学
校
ト
イ
レ
常
設
化
を

問　

超
党
派
の
女
性
議
員
な
ど
の
要
望
を

踏
ま
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
困
窮
す

る
女
性
に
対
す
る
生
理
用
品
の
配
布
が
実

現
し
た
の
は
評
価
で
き
る
が
、
配
布
開
始

か
ら
何
人
の
児
童
、
生
徒
が
受
け
取
っ
た

の
か
。
ま
た
、
生
理
用
品
を
学
校
ト
イ
レ

に
常
設
す
べ
き
と
考
え
る
が
所
見
を
問
う
。

答　

配
布
開
始
か
ら
の
受
け
取
り
人
数
は
、

６
月
10
日
現
在
、
小
・
中
学
校
等
で
計
１

１
３
人
で
あ
り
、
常
設
化
に
つ
い
て
は
、

多
様
な
観
点
か
ら
の
検
証
が
必
要
で
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
に
係
る
分
析
と
検
証
は

問　

西
宮
市
や
尼
崎
市
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
対
応
に
係
る
検
証
報
告
書
の
作
成
等
、

市
民
へ
の
情
報
の
見
え
る
化
を
進
め
て
い

る
が
、
本
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
分
析
や
検

証
が
い
ま
だ
に
進
ま
な
い
原
因
は
何
か
。

答　

陽
性
者
数
等
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
す
る
な
ど
、
市
民
へ
の
情
報
発
信
に

努
め
る
と
と
も
に
、
市
内
の
感
染
状
況
等

の
分
析
結
果
を
対
策
本
部
会
議
で
報
告
し
、

感
染
対
策
等
の
検
討
に
つ
な
げ
て
い
る
。

保
健
所
で
は
第
５
波
へ
の
対
応
準
備
に
注

力
し
て
い
る
た
め
、
感
染
状
況
が
落
ち
着

い
た
段
階
で
、
対
応
の
検
証
を
行
い
た
い
。

大
規
模
ア
リ
ー
ナ
等
の
建
設
計
画

問　

大
阪
府
が
発
表
し
た
万
博
記
念
公
園

駅
前
で
の
ア
リ
ー
ナ
等
建
設
計
画
の
一
部

は
、
本
市
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

等
に
逆
行
し
て
お
り
、
計
画
の
中
の
共
同

住
宅
建
設
に
つ
い
て
は
許
可
で
き
な
い
と
、

早
急
に
府
に
提
言
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

条
例
で
一
般
的
な
共
同
住
宅
建
築
を

制
限
し
て
い
る
地
区
に
お
け
る
共
同
住
宅

建
設
計
画
と
な
る
た
め
、
ま
ず
は
府
等
か

ら
説
明
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
。

吹
田
新
選
会

有あ

り

澤さ

わ　

由ゆ

真ま

自
由
民
主
党
絆
の
会

泉い

ず

井い　

智と

も

弘ひ

ろ

日
本
共
産
党

塩し

お

見み

み
ゆ
き

市
民
と
歩
む
議
員
の
会

五い

十そ

川が

わ

有ゆ

香か
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教
職
員
の
人
事
権
の
移
譲
に
つ
い
て

問　

い
っ
た
ん
、
大
阪
府
か
ら
教
職
員
の

人
事
権
の
移
譲
を
受
け
る
と
、
後
戻
り
が

で
き
な
く
な
る
た
め
、
慎
重
に
判
断
し
、

周
辺
市
の
理
解
を
得
る
必
要
が
あ
る
。
新

型
コ
ロ
ナ
の
収
束
後
、
あ
ら
ゆ
る
課
題
や

問
題
に
対
応
し
、
検
討
し
て
い
く
べ
き
だ

と
考
え
る
が
、
教
育
長
の
見
解
を
問
う
。

答
教
育
長　

人
事
権
の
移
譲
に
あ
た
っ
て
、

整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
な
ど
が

あ
る
こ
と
は
十
分
に
認
識
を
し
て
い
る
。

中
学
校
で
も
少
人
数
学
級
の
実
現
を

問　

少
人
数
学
級
の
効
果
は
学
力
向
上
と

と
も
に
不
登
校
者
数
や
欠
席
率
の
改
善
に

表
れ
る
と
の
調
査
結
果
も
あ
り
、
不
登
校

者
数
が
増
加
す
る
中
学
校
で
早
期
に
実
現

す
べ
き
で
あ
る
。
国
の
方
針
を
待
た
ず
、

市
独
自
で
の
実
施
も
視
野
に
、
早
急
に
教

室
確
保
策
等
の
検
討
を
始
め
て
は
ど
う
か
。

答　

少
人
数
学
級
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

国
や
大
阪
府
の
動
き
を
踏
ま
え
、
課
題
を

整
理
し
な
が
ら
、
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

太
陽
光
発
電
関
連
補
助
金
の
創
設
を

問　

２
０
１
６
年
の
パ
リ
協
定
発
効
後
、

化
石
燃
料
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
転
換
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ま
ざ

ま
な
自
治
体
で
太
陽
光
発
電
関
連
補
助
金

が
支
給
さ
れ
て
お
り
、
本
市
で
も
独
自
の

補
助
金
制
度
を
創
設
し
、
住
宅
へ
の
太
陽

光
パ
ネ
ル
設
置
を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

答　

設
置
に
係
る
費
用
や
発
電
電
力
の
買

い
取
り
価
格
、
近
隣
他
市
の
実
施
状
況
な

ど
、
現
在
の
情
勢
を
調
査
し
て
い
く
。

孤
立
・
孤
独
防
止
対
策
に
つ
い
て

問　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
課
題
と
な
っ
た
高

齢
者
の
孤
立
・
孤
独
を
防
ぐ
た
め
、市
は
ど

の
よ
う
な
新
た
な
工
夫
を
し
て
い
る
の
か
。

答　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
、
自
宅
で
の
フ
レ
イ
ル
予
防
を

目
的
に
、
体
操
動
画
等
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
た
が
、
高
齢
者
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
介
護

予
防
事
業
等
を
活
用
し
た
高
齢
者
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
公
園
の
整
備
を

問　

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
も
な
い
子
ど

も
も
、
安
心
し
て
一
緒
に
遊
べ
る
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
公
園
の
整
備
が
全
国
的
に
広
が

り
つ
つ
あ
る
。
再
整
備
予
定
の
江
坂
公
園

を
は
じ
め
、
今
後
、
本
市
で
も
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
公
園
を
積
極
的
に
整
備
し
て
い
く
べ

き
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
を
問
う
。

答
市
長　

公
園
の
維
持
管
理
や
遊
具
更
新

に
あ
た
り
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
化
と
い
う

視
点
を
持
っ
て
実
現
可
能
性
を
検
討
す
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
事
業
者
支
援
に
つ
い
て

問　

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
対
策
を
適
切
に

行
っ
て
い
る
企
業
が
、
適
切
に
行
っ
て
い

な
い
企
業
に
対
し
、
市
場
で
不
利
な
立
場

に
な
ら
な
い
よ
う
行
政
と
し
て
取
り
組
む

べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答　

感
染
対
策
の
徹
底
は
事
業
者
の
負
担

と
な
る
が
、
リ
ス
ク
管
理
等
の
た
め
に
必
要

だ
と
考
え
る
。
事
業
活
動
継
続
の
た
め
に

も
、
対
策
に
取
り
組
む
よ
う
、
引
き
続
き

経
済
団
体
等
を
通
じ
て
呼
び
か
け
て
い
く
。

35
人
学
級
編
制
の
早
期
実
施
を

問　

多
様
な
教
育
課
題
の
解
決
の
一
助
と
な

る
効
果
を
考
え
れ
ば
、
35
人
学
級
編
制
を

早
期
に
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。
実
施
で
き

な
い
理
由
が
予
算
や
職
員
数
の
問
題
で
あ

る
な
ら
ば
、
何
と
か
解
決
を
図
り
、
可
能

な
学
校
か
ら
で
も
実
施
す
べ
き
で
な
い
か
。

答　

公
平
な
教
育
機
会
の
提
供
の
観
点
か

ら
、
個
別
の
先
行
実
施
等
は
困
難
で
あ
る
。

答

教
育
長　

す
べ
て
の
児
童
、
生
徒
に
公

平
な
教
育
機
会
を
提
供
す
る
責
務
が
あ
る
。

質 問（ 個 人 質 問 ）

今定例会では27人の議員が質問（個人質問）

を行いました。

市
民
と
歩
む
議
員
の
会

馬ば

場ば

慶け

い

次じ

郎ろ

う

民
主
・
立
憲
フ
ォ
ー
ラ
ム

川か

わ

本も

と　
　

均
ひ
と
し

公
　
明
　
党

野の

田だ　

泰や

す

弘ひ

ろ

自
由
民
主
党
絆
の
会

里さ

と

野の　

善よ

し

徳の

り

公
　
明
　
党

井い

の

上う

え

真ま

佐さ

美み

大
阪
維
新
の
会
・
吹
田

橋は

し

本も

と　
　

潤
じ
ゅ
ん

吹
田
新
選
会

後ご

藤と

う　

恭
き
ょ
う

平へ

い
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緊
急
事
態
に
お
け
る
市
民
へ
の
支
援

問　

コ
ロ
ナ
禍
な
ど
の
緊
急
事
態
に
お
い

て
は
、
独
居
の
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
方

な
ど
、
支
援
を
必
要
と
す
る
市
民
に
対
し
、

部
局
を
越
え
た
視
点
で
対
応
す
る
動
き
が

市
民
に
身
近
な
基
礎
自
治
体
と
し
て
必
要

と
考
え
る
が
、
副
市
長
の
所
見
を
問
う
。

答

副
市
長　

今
回
の
よ
う
な
緊
急
事
態
下

で
は
、
支
援
が
必
要
と
な
る
方
に
対
し
、
福

祉
部
と
健
康
医
療
部
が
連
携
し
、
多
様
な
手

段
で
、
き
め
細
か
な
対
応
に
努
め
て
い
く
。

北
消
防
署
の
移
転
に
つ
い
て

問　

北
消
防
署
が
北
部
消
防
庁
舎
等
複
合

施
設
に
移
転
後
、
跡
地
に
出
張
所
を
整
備

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
規
模
と
意
図

を
示
せ
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
敷
地
の
利

活
用
を
検
討
し
て
い
る
か
も
併
せ
て
示
せ
。

答　

消
防
力
維
持
の
た
め
、
消
防
車
、
救

急
車
、
予
備
車
各
１
台
程
度
が
配
置
可
能

な
出
張
所
の
整
備
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

消
防
と
し
て
の
有
効
な
敷
地
の
利
活
用
も

関
係
部
局
と
調
整
し
、
今
後
、
検
討
す
る
。

「
傾
聴
と
対
話
」
に
よ
る
市
政
運
営
を

問　

コ
ロ
ナ
禍
の
下
、
す
べ
て
の
人
が
住

み
や
す
い
ま
ち
に
な
る
よ
う
、
市
長
は
ど

の
よ
う
に「
傾
聴
と
対
話
」を
行
っ
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
今
こ
そ
、
職
員
に
も
そ
の

姿
勢
が
必
要
と
考
え
る
が
見
解
を
問
う
。

答
市
長　

判
断
を
誤
ら
な
い
た
め
に
は
多

様
な
意
見
等
に
耳
を
傾
け
、
そ
の
背
景
を

知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
職
員

も
同
じ
で
あ
る
。
市
民
と
の
対
話
の
機
会

を
持
て
る
こ
と
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
。

本
市
の
条
例
上
、
共
同
住
宅
は 

整
備
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か

問　

大
阪
府
の
万
博
記
念
公
園
駅
前
周
辺

地
区
活
性
化
事
業
で
は
ア
リ
ー
ナ
以
外
に
、

共
同
住
宅
の
整
備
も
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、

同
地
区
で
共
同
住
宅
整
備
を
制
限
し
て
い

る
本
市
の
条
例
と
の
整
合
は
図
れ
る
の
か
。

答　

本
条
例
は
府
と
協
議
等
を
行
い
、
国

の
承
認
を
得
た
後
、
可
決
し
て
お
り
、
同
地

区
の
規
制
内
容
に
適
合
し
た
計
画
と
な
る

よ
う
、
本
市
と
十
分
に
協
議
し
て
ほ
し
い
。

民
主
・
立
憲
フ
ォ
ー
ラ
ム

西に

し

岡お

か　

友と

も

和か

ず

市議会ホームページから会議録の検索、閲覧ができます

　パソコン、スマートフォン等で、議会の会議録（本会議録、委員会記録）をご覧になれます。

　なお、本会議については、正式な会議録が作成されるまでの間、速報版を掲載しています。

（速報版は、本会議最終日（討論・採決）から、おおむね20日以内にその会期中の会議録を掲

載し、正式な会議録を会議録検索システムに掲載した時点で削除します。）

①をクリックすると、閲覧したい日の会議録

が選べます。

②をクリックすると、検索システムのトップ

画面が表示されますので、右上にある「検索」

ボタンをさらにクリックし、表示された画面

内の対象年、キーワード、発言

者、会議の種類などの条件を絞

り込めば、質問や答弁を検索す

ることができます。

本会議録の速報版の閲覧方法

会議録検索システムの閲覧方法

会議録
検索システム

市議会の
ホームページ

①

②

公
　
明
　
党

吉よ

し

瀬せ　

武た

け

司し

公
　
明
　
党

矢や

野の

伸し

ん

一い

ち

郎ろ

う

日
本
共
産
党

益ま

す

田だ　

洋よ

う

平へ

い
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文
化
会
館
で
の
文
化
活
動
に
支
援
を

問　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
文
化

会
館
の
利
用
が
低
迷
す
る
現
状
は
極
め
て

憂
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
文
化
活
動
の
継
続

支
援
の
た
め
、
入
場
者
を
制
限
し
た
場
合

の
使
用
料
減
免
や
、
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
に

係
る
設
備
の
整
備
等
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

答　

減
免
に
係
る
何
ら
か
の
検
討
は
必
要

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
設
備
の
規
模
、

内
容
等
に
つ
い
て
調
査
、
研
究
し
て
い
く
。

万
博
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
を
誘
致
せ
よ

問　

２
０
２
５
年
の
大
阪
・
関
西
万
博
の

サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
を
本
市
に
あ
る
万
博
記

念
公
園
に
誘
致
で
き
れ
ば
、
１
９
７
０
年

の
万
博
時
に
建
て
ら
れ
た
太
陽
の
塔
も
同

時
に
味
わ
え
る
魅
力
的
な
会
場
と
な
る
が
、

誘
致
に
関
す
る
市
の
認
識
を
聞
き
た
い
。

答
市
長　

サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
に
つ
い
て
は
、

万
博
記
念
公
園
を
抜
き
に
は
考
え
ら
れ
な

い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
地
元
市
と
し
て
共

に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

「
す
い
す
い
の
ー
と
」
の
活
用
を

問　

生
活
支
援
を
要
す
る
方
が
切
れ
目
の

な
い
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
本
市
で

は
発
達
支
援
手
帳「
す
い
す
い
の
ー
と
」を

作
成
し
て
い
る
が
、
さ
ら
な
る
活
用
に
向

け
、
他
市
事
例
を
参
考
に
フ
ァ
イ
ル
版
や

電
子
版
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

答
副
市
長　

電
子
化
を
含
め
た
見
直
し
を

検
討
し
、
さ
ら
に
利
用
し
や
す
く
、
子
ど

も
た
ち
の
能
力
を
最
大
限
引
き
出
す
こ
と

に
資
す
る
手
帳
と
な
る
よ
う
、
取
り
組
む
。

孤
立
を
防
ぐ
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト 

と
し
て
の
住
宅
政
策
に
取
り
組
め

問　

他
市
の
先
進
事
例
を
参
考
に
、
住
宅

確
保
要
配
慮
者
の
社
会
的
孤
立
を
防
ぐ
た

め
、
官
民
連
携
に
よ
り
、
本
市
独
自
の
居
住

支
援
協
議
会
を
設
立
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

本
市
の
住
宅
政
策
は
、
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
住
宅
の
登
録
数
等
か
ら
、
一
定
の

水
準
を
満
た
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

居
住
支
援
協
議
会
設
立
に
関
し
て
は
、
福

祉
部
局
等
と
連
携
し
、
調
査
等
に
努
め
る
。

ア
リ
ー
ナ
等
の
建
設
計
画
に
つ
い
て

問　

ア
リ
ー
ナ
建
設
を
含
む
、
大
阪
府
の

万
博
記
念
公
園
駅
前
周
辺
地
区
活
性
化
事

業
に
つ
い
て
、
総
合
計
画
な
ど
本
市
の
ま

ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
と
の
整
合
性
を
求
め
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
所
見
を
問
う
。

答　

本
市
の
魅
力
向
上
に
資
す
る
事
業
と

な
る
と
期
待
し
て
お
り
、
今
後
、
担
当
所

管
が
府
等
と
必
要
に
応
じ
協
議
等
を
進
め

る
。
ま
た
、
緊
密
か
つ
迅
速
な
情
報
提
供

を
府
に
依
頼
し
、
庁
内
で
共
有
し
た
い
。

道
路
本
復
旧
制
度
の
客
観
性

問　

規
則
改
正
の
理
由
と
す
る
工
事
の
減

少
と
は
数
量
、
数
値
を
表
す
。
な
ぜ
道
路
法

か
ら
数
値
化
判
断
が
望
ま
し
く
な
い
の
か
。

答　

一
定
の
数
値
基
準
を
も
っ
て
判
断
す

る
の
は
望
ま
し
く
な
い
。
客
観
的
判
断
と

は
、
誰
も
が
納
得
で
き
る
事
実
が
重
要
だ
。

問　

道
路
法
解
説
の
内
容
と
違
い
、
答
弁

に
な
っ
て
い
な
い
。
再
度
答
弁
を
求
め
る
。

答
副
市
長　

客
観
性
イ
コ
ー
ル
数
字
デ
ー

タ
と
は
、
私
た
ち
は
受
け
取
っ
て
い
な
い
。

高
齢
者
へ
の
補
聴
器
購
入
費
助
成
を

問　

難
聴
は
認
知
症
の
リ
ス
ク
で
あ
り
、

国
の
調
査
報
告
で
は
、
補
聴
器
の
適
切
な

使
用
に
よ
り
、
認
知
症
の
発
症
リ
ス
ク
を

軽
減
で
き
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

高
齢
者
に
対
す
る
補
聴
器
購
入
費
助
成
の

実
施
を
、
国
な
ど
に
求
め
て
は
ど
う
か
。

答　

補
聴
器
の
使
用
が
認
知
症
予
防
や
健

康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な
が
る
と
認
識
し
て

お
り
、
今
後
、
介
護
保
険
制
度
で
の
給
付

に
つ
い
て
、
国
等
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

学
校
で
の
感
染
症
対
策
の
徹
底
を

問　

給
食
時
は
、
マ
ス
ク
を
外
す
た
め
新

型
コ
ロ
ナ
の
感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
る
。
少

人
数
学
級
実
施
や
机
へ
の
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ

ン
設
置
等
の
対
策
を
求
め
て
き
た
が
、
感

染
拡
大
防
止
策
と
し
て
検
討
し
た
内
容
や

今
後
の
対
応
策
に
つ
い
て
、
見
解
を
問
う
。

答　

文
部
科
学
省
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
い
、

教
室
の
常
時
換
気
や
給
食
当
番
の
健
康
観

察
等
の
実
施
を
学
校
に
指
導
し
て
き
た
が
、

今
後
と
も
徹
底
し
た
感
染
予
防
に
努
め
る
。

無
所
属
ク
ラ
ブ

生い

く

野の　

秀ひ

で

昭あ

き

大
阪
維
新
の
会
・
吹
田

斎さ

い

藤と

う　
　

晃
あ
き
ら

大
阪
維
新
の
会
・
吹
田

松ま

つ

尾お　

翔
し
ょ
う

太た

大
阪
維
新
の
会
・
吹
田

井い

口ぐ

ち　

直な

お

美み

公
　
明
　
党

小こ

北き

た　

一か

ず

美み

民
主
・
立
憲
フ
ォ
ー
ラ
ム

山や

ま

本も

と　
　

力
つ
と
む

日
本
共
産
党

玉た

ま

井い

美み

樹き

子こ

日
本
共
産
党

村む

ら

口ぐ

ち

久く

美み

子こ
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庁
内
連
携
強
化
に
よ
る
窓
口
業
務 

の
簡
素
化
を
進
め
よ

問　

市
役
所
窓
口
で
の
市
民
の
待
ち
時
間

短
縮
と
業
務
効
率
向
上
の
た
め
、
手
続
き

の
流
れ
等
を
確
認
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
を
活
用

し
た
庁
内
連
携
に
よ
る
書
面
確
認
の
省
略

な
ど
、
業
務
簡
素
化
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

答
副
市
長　

業
務
プ
ロ
セ
ス
改
善
の
取
り

組
み
を
全
庁
的
に
進
め
て
お
り
、
市
民
の

利
便
性
向
上
の
観
点
か
ら
、
手
続
き
の
在

り
方
を
、
部
局
横
断
的
に
見
直
し
て
い
く
。

公
園
の
魅
力
向
上
に
市
民
の
声
を

問　

運
動
公
園
の
特
色
が
強
い
中
の
島
公

園
の
目
指
す
べ
き
将
来
像
の
策
定
に
あ

た
っ
て
は
、
一
方
的
な
意
見
聴
取
や
説
明

会
の
実
施
だ
け
で
な
く
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
の
よ
う
な
意
見
交
換
方
式
で
市
民
と

議
論
す
る
場
を
設
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
市
長　

同
公
園
の
魅
力
向
上
を
図
る
際

に
は
、
近
隣
住
民
等
か
ら
広
く
意
見
を
聞

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
ぜ
ひ
、
意

見
交
換
の
場
を
持
ち
た
い
と
考
え
て
い
る
。

学
校
体
育
館
等
に
空
調
設
備
を

問　

小
・
中
学
校
特
別
教
室
の
空
調
設
備

整
備
が
今
夏
に
完
了
す
る
。
充
当
率
や
交

付
税
措
置
率
が
高
い
緊
急
防
災
・
減
災
事

業
債
や
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
財
源
に
、

避
難
所
に
も
な
る
学
校
体
育
館
等
へ
の
空

調
設
備
導
入
を
早
期
に
進
め
て
は
ど
う
か
。

答
副
市
長　

学
校
体
育
館
や
市
立
体
育
館

の
空
調
設
備
整
備
に
つ
い
て
は
、
交
付
金

や
事
業
債
の
活
用
も
視
野
に
入
れ
、
施
設

整
備
の
優
先
順
位
を
踏
ま
え
、
検
討
す
る
。

都
市
魅
力
に
つ
な
が
る
事
業
を

問　

過
去
の
行
政
主
導
イ
ベ
ン
ト
は
事
業

対
象
が
あ
い
ま
い
で
、
成
功
し
て
こ
な
か

っ
た
。
対
象
と
な
る
サ
イ
レ
ン
ト
マ
ジ
ョ
リ

テ
ィ
ー
、
い
わ
ゆ
る
物
言
わ
ぬ
多
数
市
民

の
感
覚
を
把
握
し
、
都
市
魅
力
に
つ
な
が

る
事
業
を
成
功
さ
せ
る
べ
き
で
な
い
か
。

答
市
長　

市
民
の
意
見
の
数
や
声
の
大
小

の
み
で
ニ
ー
ズ
を
判
断
せ
ず
、
創
造
性
に

富
む
事
業
に
取
り
組
む
際
は
、
そ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
誤
ら
な
い
よ
う
注
意
し
て
い
く
。

わ
い
せ
つ
教
員
等
の
調
査
を
行
え

問　

大
阪
府
教
育
庁
は
、
今
年
度
教
員
採

用
選
考
か
ら
過
去
の
懲
戒
歴
を
官
報
情
報

検
索
ツ
ー
ル
で
確
認
し
て
い
る
が
、
本
市

独
自
に
、
調
査
可
能
な
過
去
40
年
間
の
本

市
全
教
員
の
懲
戒
の
有
無
を
確
認
し
、
該

当
者
の
人
事
配
置
を
再
考
し
て
は
ど
う
か
。

答
教
育
長　

子
供
た
ち
を
性
犯
罪
か
ら
守

る
た
め
、
厳
格
に
教
員
採
用
事
務
を
行
う

必
要
が
あ
る
。
国
や
府
の
求
め
る
施
策
の

情
報
収
集
を
行
い
、
適
正
に
取
り
組
む
。

桃
山
公
園
の
再
整
備
計
画
に
つ
い
て

問　

公
園
再
整
備
の
事
業
者
を
年
度
内
に

決
定
す
る
こ
と
は
再
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

市
長
公
約
が
急
ぐ
理
由
だ
と
考
え
る
が
、

公
約
で
収
益
施
設
が
来
る
と
は
書
か
ず
、

パ
ー
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
手
法
と
い
う
分
か
り

に
く
い
表
現
を
使
っ
た
意
図
は
何
か
。

答
市
長　

従
来
の
公
園
管
理
方
法
と
異
な

る
こ
と
を
表
現
し
て
お
り
、
新
た
な
公
園
管

理
方
法
と
し
て
一
般
的
に
使
わ
れ
る
が
、
必

要
に
応
じ
担
当
か
ら
も
説
明
を
加
え
る
。

学
校
規
模
適
正
化
に
向
け
た
方
策
は

問　

小
学
校
全
学
年
で
の
３5
人
学
級
の
実

現
に
あ
た
り
、
吹
田
市
全
体
で
は
、
保
有

教
室
の
不
足
校
と
過
剰
校
の
学
校
規
模
の

バ
ラ
ン
ス
を
ど
の
よ
う
に
取
っ
て
い
く
の

か
所
見
を
問
う
。

答　

子
供
た
ち
の
よ
り
よ
い
教
育
環
境
の

整
備
の
た
め
、
３5
人
学
級
編
制
の
実
施
も

合
わ
せ
た
学
校
規
模
の
適
正
に
向
け
て
、

全
市
的
な
通
学
区
域
の
見
直
し
も
含
め
た

あ
ら
ゆ
る
方
策
を
検
討
し
て
い
く
。

江
坂
公
園
再
整
備
で
江
坂
図
書
館
の

狭
あ
い
解
消
を

問　

江
坂
公
園
再
整
備
で
、
江
坂
花
と
み

ど
り
の
情
報
セ
ン
タ
ー
跡
に
カ
フ
ェ
等
を

配
置
す
る
計
画
だ
が
、
江
坂
図
書
館
の
狭

あ
い
は
ど
う
解
消
さ
れ
る
の
か
聞
き
た
い
。

答　

跡
地
活
用
に
よ
り
図
書
資
料
の
配
架

数
が
増
え
、
他
の
図
書
館
と
同
等
の
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
キ
ッ

ズ
ス
ペ
ー
ス
や
、
飲
食
可
能
な
席
の
設
置

な
ど
、
居
心
地
の
よ
い
図
書
館
を
目
指
す
。

日
本
共
産
党

柿か

き

原は

ら　

真ま

生き

日
本
共
産
党

竹た

け

村む

ら　

博ひ

ろ

之ゆ

き

自
由
民
主
党
絆
の
会

石い

し

田だ　

就
し
ゅ
う

平へ

い

自
由
民
主
党
絆
の
会

白し

ら

石い

し　
　

透
と
お
る

公
　
明
　
党

浜は

ま

川か

わ　
　

剛
つ
よ
し

日
本
共
産
党

山や

ま

根ね　

建た

け

人と

自
由
民
主
党
絆
の
会

澤さ

わ

田だ　

直な

お

己き

自
由
民
主
党
絆
の
会

藤ふ

じ

木き　

栄え

い

亮す

け
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特

別

委

員

会

議

会

の

こ

と

定
例
会
の
概
要

代

表

質

問

常

任

委

員

会

意

見

書

等

議

決

結

果

質

問

質

問

質

問



※分科会や委員会の質疑内容等は、委員会記録をご覧ください。また、本会議での賛否の状況は、14、15面の議決結果をご覧ください。

　なお、健康福祉常任委員会には付託案件はありません。

常任委員会の審査から

予
算
常
任
委
員
会

【
審
査
案
件
】

予
算
関
係
の
議
案

　

予
算
常
任
委
員
会
に
は
予
算
案
３
件

が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
付
託
案
件
お
よ
び
審
査
内
容
・

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

議案第66号　一般会計補正予算（第５号）

　 学校規模に係る課題解決に向けた具体的な計画を策定するためのコンサ

ルタント業務の委託費用（教育総務事業）など、１億4,525万円の増額補

正のほか、債務負担行為（複数年度にわたり支出を予定する事業）補正と

して、佐井寺西土地区画整理事業用地購入費用および同事業用地補償費

用を追加

議案第72号　一般会計補正予算（第６号）

　 女性のための電話相談の日数・時間帯の拡充等に係る経費、101万円の

増額補正

主　な　付　託　案　件

議案第66号　一般会計補正予算（第５号）

議案第72号　一般会計補正予算（第６号）

全員賛成で

承  認

全員賛成で

承  認

〈主な内容〉

〈内容〉

○教育総務事業 1,137万円

○教育課題調査・研究推進事業　165万円
　 学校におけるＩＣＴを活用した教育の効果的な

推進のためのアドバイザーに対する謝礼金

○小学校管理事業 3,390万円
　 通信環境の無い低所得世帯に対するモバイル

ルータの貸与に係る経費および児童用端末の代

替予備機増設費用

○中学校管理事業 828万円
　 通信環境の無い低所得世帯に対するモバイル

ルータの貸与に係る経費

○予備費管理事業 8,000万円
　不測の事態に備え、予備費を追加

○戸籍住民登録事業　　　　　　614万円
　 国のシステムに戸籍情報を送信するためのシス

テム改修費用等、国外転出者のマイナンバーカー

ド継続使用のためのシステム改修費用

○障害福祉サービス等人材確保・養成事業 

 24万円
　 障がい福祉サービス事業者の処遇改善加算取得

促進に向けた研修および個別訪問等の実施

○特定教育・保育施設等整備支援事業 

 364万円
　 私立保育所整備に係る市営江坂住宅跡地の敷地

測量業務の委託

○佐井寺西土地区画整理事業 

 10憶3,360万円
　 国庫補助金の活用のため、一般会計において土

地区画整理事業に係る用地の一部を取得

○男女共同参画センター相談事業  101万円

土地区画整理事業の完成イメージ図
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北部消防庁舎等複合施設の完成イメージ図

改修工事が実施される博物館

財
政
総
務
常
任
委
員
会

【
審
査
分
野
】

防
犯
・
防
災
、
消
防
、
行
財
政
な
ど

　

財
政
総
務
常
任
委
員
会
に
は
単
行
事

件
１
件
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

付
託
案
件
お
よ
び
主
な
審
査
内
容
・

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

議案第70号　北部消防庁舎等複合施設建設工事請負契約の締結

　81億9,841万円で請負契約を締結するものです。

議案第70号　 北部消防庁舎等複合施設

建設工事請負契約の締結

全員賛成で

承  認

全員賛成で

承  認

○最低制限価格付近に応札が集中した要因

○工事請負者にかし担保責任を追及できる期間

〈主な質疑項目〉

付 託 案 件

〈主な質疑項目〉

文
教
市
民
常
任
委
員
会

【
審
査
分
野
】

教
育
、
文
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど

　

文
教
市
民
常
任
委
員
会
に
は
単
行
事

件
１
件
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

付
託
案
件
お
よ
び
主
な
審
査
内
容
・

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

議案第62号　博物館改修工事（建築工事）請負契約の締結

　1億6,588万円で請負契約を締結するものです。

付 託 案 件

○工事中における施設の利用制限の有無

議案第62号　 博物館改修工事（建築工事）

請負契約の締結

令和 3年 9月１日発行9
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　特別委員会は、特定の案件（特定事件）について調査・審査するために、議会の議決により設

置される委員会です。常任委員会がそれぞれの所管事項に関して調査・審査するために常設さ

れているのに対し、特別委員会は特定事件について調査・審査する必要がある場合のみ特別に

設置され、その設置目

的が達せられたときは

廃止されます。（本市議

会では、現在、特別委

員会を設置していませ

ん。）

　「特別委員会」

教えて！議会のこと⑦

吹田市イメージキャラクター
すいたん

建
設
環
境
常
任
委
員
会

【
審
査
分
野
】

道
路
、
公
園
、
水
道
、
環
境
な
ど

　

建
設
環
境
常
任
委
員
会
に
は
条
例
案

1
件
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

付
託
案
件
お
よ
び
主
な
審
査
内
容
・

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

議案第58号　市営住宅条例の一部改正

　江坂住宅を廃止するものです。

議案第58号　市営住宅条例の一部改正
全員賛成で

承  認

〈主な質疑項目〉

○ 吹田市営住宅条例における市営住宅の位置の表記が住居

表示である理由

○ 大阪府住宅供給公社やUR都市機構などの住宅供給数等

を踏まえた市営住宅の戸数管理の必要性

付 託 案 件

昭和23年（1948年）建築の江坂住宅
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〈令和２年７月９日開催分〉

・ 遠方から来るボランティアに宿泊施設を提供することに対する市の認識につ

いて、理事者から宿泊場所などは、ボランティア本人に用意してもらうのが

基本と考えており、まずは大阪府内で、宿泊を要しないボランティアを募集

するなどの工夫を検討していく必要があるとの答弁がありました。

・ 新型コロナ対策の市への確認については、継続して協議していくことを、ま

た、同感染症に係る本市議会の対応マニュアルの策定については、他市議会

等の先進事例を基に委員間協議を行い、策定を目指すことを、それぞれ決定

しました。

〈令和２年11月11日開催分〉

・ 新型コロナに係る本市議会の対応マニュアルの策定について協議を行い、す

でに施行中の吹田市議会緊急時初動対応マニュアルに感染症編を追加して改

定することを決定しました。

・ 新型コロナに係る市への確認の進め方については、次の役員改選までの本委員会においては理事者の出席は求

めず、１回目の緊急事態措置期間が解除され、本市の体制が新型コロナウイルス感染症等対策本部会議に移行

した令和２年６月１日までの本市の対応などについて、委員間で確認し、協議を進めることを決定しました。

〈令和２年12月15日開催分〉

・ 令和２年12月15日に開催した本委員会では、令和２年度の本委員会の行政視察は実施しないことを決定し

ました。

〈令和３年２月４日開催分〉

・ 委員で検討して作成した新型コロナに係る本市議会の対応マ

ニュアルの素案中の濃厚接触者と判断された議員に係る規定

については、議会運営委員会小協議会で検討中のオンライン

会議（委員会）の導入に関し結論が出れば、それに沿った修正

を加え、次回の委員会でマニュアル案を取りまとめることを

決定しました。

〈令和３年４月20日開催分〉

・ 新型コロナに係る本市議会の対応マニュアルの策定について、委員会等のオンライン開催を踏まえて修正を

行ったマニュアル案が提出され、その後の委員間協議において、取りまとめに至りました。

・ 本委員会の今後の在り方について、平成30年に発生した自然災害への対応について、市が取りまとめた報

告書のすべての項目の検証を行ったこと、また、本市議会の緊急時初動対応マニュアルを策定したことを踏

まえ、本委員会の設置目的が達成されたことを委員間で確認し、本委員会を廃止するとの結論に至りました。

（本委員会は、令和３年５月27日の本会議で廃止しました。）

※新型コロナウイルス感染症については、新型コロナと略して表記しています。

飛まつ感染防止用の透明アクリルパネル

を議場に設置するなど、新型コロナの感

染対策に取り組んでいます。

特別委員会の報告から
　特別委員会の令和2年（2020年）度の活動経過について委員長が本会議で報告を行いました。

その内容の一部をお伝えします。

防
災
・
減
災
等
対
策
特
別
委
員
会

設
置
目
的
…
平
成
３０
年
（
２
０
１
８
年
）
に
発
生

し
た
地
震
や
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
へ
の
対
応

に
つ
い
て
議
会
内
の
対
応
も
含
め
て
検
証
す
る

と
と
も
に
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
や
安
心

安
全
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
初
動
態
勢
等

に
つ
い
て
検
討
す
る
。
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　今回は、吹田市議会（定例会）における議事の流れを説明します。

「議事の流れ」

教えて！議会のこと⑧

招集告示
　市長の招集（議会を開くために、一定の期日に一定の場所（議場）に集合するよ

う各議員に要求する行為）により、招集日に議員および市長・副市長をはじめと

する関係理事者（案件について説明や答弁を行う部長など）が議場に参集します。

定例会が招集される場合は、市長が７日前までに告示します。

本　会　議

開　　会

開　　議

案件上程

提案説明

質疑・質問

委員会付託

議長の開会宣告により、開会します。これ

により法的に市議会の活動が始まります。

続いて、議長がその日の会議を開く宣告を

行い、本会議録に署名する議員２人を指名

します。

議長が、議案などの案件を議事日程の順序にしたがって上程（議題とす

ること）していきます。

案件が議題として上程されると、提案者が、その内容および議会に提案

した理由を説明します。

定例会では議案質疑・一般質問を一括して、各会派の代表質問および個

人質問を行います。臨時会では議案質疑のみを行います。

（本定例会の質問内容は、２～７面をご覧ください。）

案件については、本会議での質疑が終わると、より詳細に、専門的に審

査するため、案件の内容により、議長がそれぞれの所管の常任委員会（財

政総務、文教市民、健康福祉、建設環境、予算、決算）に付託します。

なお、委員会に付託しない（即決する）案件は、本会議での提案説明後、

質疑、討論、表決を行います。

議事の流れは次のページに続きます
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委　員　会

本　会　議

提案説明

・資料要求

委員会審査

質　　疑

委員長報告

討　　論

討　　論

表　　決

表　　決

散　　会

閉　　会

各委員会に付託された案件の内容および提案理由を理事者が説明します

（委員会に諮って省略する場合があります）。必要に応じ、委員が関係資

料を要求します。

委員会審査が終わると、再び案件を本会議に上程し、各委員会の委員長

が審査の経過および結果を口頭で報告します。

各委員会で、付託された案件について専門的に

審査します。なお、予算と決算の各委員会は、

委員が４つの分科会に分かれて審査を行います。

委員長報告に対して議員から質問が

あれば、委員長が答弁をします。

審査が終わると、討論（議題となっている案件に対して、賛成か反対か

について、おのおのの立場で意見を述べること）に入ります。

委員長報告に対する質疑が終わると

討論に入ります。

「散会」は、その日の会議を閉じることで、その日の会議を開く「開議」に

対応するものです。

上程議案の議決がすべて終了し、議長が「閉会」を宣告すると、市議会は

その会期の活動を終え、法的な活動能力を失います。

討論が終わると表決（個々の委員が賛成、反対の意思表示をすること）に

入ります。（本定例会の委員会審査の詳細は８～10面をご覧ください。）

討論が終わると表決（個々の議員が賛成、反対の意思表示をすること）に

入ります。表決の結果により議会が意思決定することを「議決」と言いま

す。（本定例会の議決結果は、14、15面をご覧ください。）

案件は、委員会に移ります

案件は、再び、本会議に戻ります
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議決結果 ＜全員賛成の議案および報告案件＞

※案件名の後ろに記載している文字は、その案件が付託された委員会を表しています。記載のない場合は、委員会に付託されていません。

　財…財政総務常任委員会、文…文教市民常任委員会、建…建設環境常任委員会、予…予算常任委員会

＊１　議案第66号は一般会計補正予算（第４号）として上程されましたが、議案第71号　一般会計補正予算（第５号）が議案第66号より先に原案可決されたことから、

　　　議長が計数整理を行い、同議案と補正予算の号数を入れ替えています。

議案番号 案　　　件　　　名 議決結果

報　　告

報告第８号 公益財団法人吹田市文化振興事業団の経営状況について 報告

報告第９号 公益財団法人吹田市国際交流協会の経営状況について 報告

報告第10号 一般財団法人吹田市介護老人保健施設事業団の経営状況について 報告

報告第11号 公益財団法人吹田市健康づくり推進事業団の経営状況について 報告

報告第12号 公益財団法人千里リサイクルプラザの経営状況について 報告

報告第13号 損害賠償額の決定に関する専決処分について 報告

報告第14号 損害賠償額の決定に関する専決処分について 報告

報告第15号 損害賠償額の決定に関する専決処分について 報告

報告第16号 損害賠償額の決定に関する専決処分について 報告

報告第17号 損害賠償額の決定に関する専決処分について 報告

条　　例

議案第58号 吹田市営住宅条例の一部を改正する条例の制定について 建 原案可決

予　　算

議案第66号 令和３年度吹田市一般会計補正予算（第５号）＊１ 予 原案可決

議案第67号 令和３年度吹田市公共用地先行取得特別会計補正予算（第１号） 予 原案可決

議案第71号 令和３年度吹田市一般会計補正予算（第４号）＊１ 原案可決

議案第72号 令和３年度吹田市一般会計補正予算（第６号） 予 原案可決

議案第73号 令和３年度吹田市一般会計補正予算（第７号） 原案可決

その他の議案

議案第59号 吹田市立佐井寺小学校屋内運動場大規模改造工事（建築工事）請負契約の締結について 可決

議案第60号 吹田市立南千里中学校屋内運動場大規模改造工事（建築工事）請負契約の締結について 可決

議案第61号 吹田市立豊津中学校屋内運動場大規模改造工事（建築工事）請負契約の締結について 可決

議案第62号 吹田市立博物館改修工事（建築工事）請負契約の締結について 文 可決

議案第63号 吹田市立千里丘北留守家庭児童育成室建設工事（建築工事）請負契約の締結について 可決

議案第64号 吹田市立千里第二小学校給食調理室厨房用備品購入契約の締結について 可決

議案第65号 （仮称）岸部中住宅統合建替事業特定事業契約の一部変更について 可決

議案第68号 吹田市監査委員（議会選出）の選任について 同意

議案第69号 吹田市監査委員（議会選出）の選任について 同意

議案第70号 吹田市北部消防庁舎等複合施設建設工事請負契約の締結について 財 可決

議案第74号 吹田市固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意

議案第75号 吹田市固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意

議員提出議案等

市会議案第13号 学校教育におけるデジタル・トランスフォーメーションの適切な推進を求める意見書 原案可決

選第１号 市議会議長選挙について 当選

選第２号 市議会副議長選挙について 当選

選第３号 大阪府都市競艇企業団議会議員選挙について 当選

選第４号 淀川右岸水防事務組合議会議員選挙について 当選

常任委員会委員の所属変更について 承認

常任委員会委員追加選任について 選任

常任委員会委員長選任について 選任

常任委員会副委員長選任について 選任

議会運営委員会委員選任について 選任

議会運営委員会委員長選任について 選任

議会運営委員会副委員長選任について 選任

＜全員賛成以外の議案＞

議員提出議案

市会議案第14号 国の負担での学校給食の無償化を求める意見書 原案可決

市会議案第15号 オンライン本会議の実現に必要となる制度改正を求める意見書 原案可決

市会議案第16号 沖縄戦戦没者の遺骨等が混入した土砂を埋立てに使用しないことを求める意見書 原案可決

市会議案第17号 生理用品に消費税の軽減税率の適用を求める意見書 否決

市会議案第18号 東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催見直しを求める意見書 否決

市会議案第19号
名古屋出入国在留管理局収容中に亡くなったウィシュマ・サンダマリさんの死亡原因等の真相究明に係る情報
開示を求める意見書

否決

市会議案第20号 北部大阪都市計画特別用途地区（万博記念公園地区）内での住宅建設は認めないことを求める決議 原案可決
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賛否一覧表 全員賛成以外の議案について掲載しています。

賛成者は○、反対者は×としています。

会派名：大阪維新の会＝大阪維新の会・吹田、民主・立憲＝民主・立憲フォーラム、新選会＝吹田新選会、市民と歩＝市民と歩む議員の会、無＝無所属クラブ

議決結果

日本共産党 公明党 自由民主党絆の会 大阪維新の会 民主・立憲 新選会 市民と歩 無

賛　

成

反　

対

益
田　

洋
平

村
口
久
美
子

山
根　

建
人

玉
井
美
樹
子

柿
原　

真
生

塩
見
み
ゆ
き

竹
村　

博
之

浜
川　
　

剛

矢
野
伸
一
郎

井
上
真
佐
美

野
田　

泰
弘

吉
瀬　

武
司

小
北　

一
美

坂
口　

妙
子

泉
井　

智
弘

澤
田　

直
己

白
石　
　

透

石
田　

就
平

藤
木　

栄
亮

里
野　

善
徳

高
村　

将
敏

橋
本　
　

潤

斎
藤　
　

晃

松
尾　

翔
太

井
口　

直
美

西
岡　

友
和

川
本　
　

均

木
村　
　

裕

山
本　
　

力

有
澤　

由
真

後
藤　

恭
平

石
川　
　

勝

馬
場
慶
次
郎

五
十
川
有
香

池
渕
佐
知
子

生
野　

秀
昭

議員提出議案 議
長
に
つ
き
、
採
決
に
加
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

市会議案第14号 原案可決 ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ 22 13

市会議案第15号 原案可決 ○ × × ○ ○ × ○ × 19 16

市会議案第16号 原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 30 5

市会議案第17号 否決 ○ × × × ○ ○ ○ × 16 19

市会議案第18号 否決 ○ × × × ○ × ○ × 14 21

市会議案第19号 否決 ○ × × × ○ × ○ × 14 21

市会議案第20号 原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 30 5

　

全
国
市
議
会
議
長
会
か
ら
３0
年
の
永
年

勤
続
議
員
と
し
て
生
野
秀
昭
議
員
が
、
ま

た
10
年
の
永
年
勤
続
議
員
と
し
て
石
川
勝

議
員
、
後
藤
恭
平
議
員
、
山
根
建
人
議
員

が
表
彰
さ
れ
、
こ
の
伝
達
式
を
５
月
27
日

の
本
会
議
に
お
い
て
行
い
ま
し
た
。

永
年
勤
続
議
員
の
表
彰山根議員 後藤議員 石川議員 生野議員

市議会NAVI（ナビ）を発行しています

　「身近な市議会・開かれた市議会」を目指す一環とし

て、市民に、市議会のことを理解してもらい、関心を

持ってもらえるよう、吹田市議会について、イラスト

や図表等を用いて分かりやすくまとめた「市議会

NAVI（ナビ）」を発行しています。

　市議会の仕組み、議事の流れ、議会用語の基礎知識

など、市議会を理解するための基本的な情報を掲載し

ています。

　この小冊子（A５サイズ）は、傍聴者等への資料とし

て配布するとともに、市議会ホームページでも公開し

ていますので、ぜひご覧ください。
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次回のすいた市議会だより（No.321 ９月定例会号）は令和３年（2021年）12月１日発行予定です。

議案審査の詳細な内容等は、本会議録や委員会記録（図書館等での閲覧のほか、市議会ホームページの会議録検索システムか

らでも閲覧可能）をご覧ください。

　９月定例会を９月２日㈭から９月30日㈭までの会期で開催します。なお、以下の日程以外にも委員会等を開催する場合があ

ります。

　また、新型コロナウイルス感染症の影響で、定例会の日程や傍聴の取り扱いなどを変更する場合がありますので、あらかじめ

ご了承ください。

２月定例会閉会後の主な議会活動

議 会 日 誌 ～意  見  書 ・ 決  議 ～

次の決議案1件を可決し、市長に送付しました。また、

次の意見書案４件を可決し、政府等に送付しました。

○  北部大阪都市計画特別用途地区（万博記念公園地区）

内での住宅建設は認めないことを求める決議

○ 学校教育におけるデジタル・トランスフォーメー

ションの適切な推進を求める意見書

○ 国の負担での学校給食の無償化を求める意見書

○  オンライン本会議の実現に必要となる制度改正を求

める意見書

○  沖縄戦戦没者の遺骨等が混入した土砂を埋立てに使

用しないことを求める意見書

　なお、決議、意見書の詳細は市議会ホームページを

ご覧ください。

　新たに議会運営委員会小協議会委員を選任しました。

　委員となった議員は、以下のとおりです。

（◎は委員長、〇は副委員長）

◎五十川有香　　〇有澤　由真

　石田　就平　　　山本　　力　　　斎藤　　晃

　吉瀬　武司　　　山根　建人

 （令和３年７月９日現在）

令和３年（2021年）９月定例会日程

９月 ２日㈭　本会議（提案説明）

　　 ９日㈭　本会議（質　　問）

　　10日㈮　本会議（質　　問）

　　13日㈪　本会議（質　　問）

　　14日㈫　本会議（質　　問）

　　　　　　 予算常任委員会（提案説明、資料要求）

　　　　　　 ４常任委員会（提案説明、資料要求）

　　15日㈬　財政総務常任委員会

　　　　　　 予算常任委員会（財政総務分科会）

９月16日㈭　文教市民常任委員会

　　　　　　 予算常任委員会（文教市民分科会）

　　17日㈮　健康福祉常任委員会

　　　　　　 予算常任委員会（健康福祉分科会）

　　21日㈫　建設環境常任委員会

　　　　　　 予算常任委員会（建設環境分科会）

　　24日㈮　予算常任委員会（討論・採決）

　　30日㈭　本会議（討論・採決）

　　　　　　 決算常任委員会（提案説明、資料要求など）

開催した会議

3
月 24日 政務活動費経理責任者会議

4
月

19日 議会運営委員会

20日 防災・減災等対策特別委員会

21日 本会議（臨時会）

5
月

12日 議会広報委員会

20日 議会運営委員会

27日 本会議、議会運営委員会

6
月

2日 役選代表者会

3日 本会議、議会運営委員会、役選代表者会

4日 本会議、議会運営委員会、役選代表者会

7日 議会運営委員会

10日 議会広報委員会

11日 本会議、議会運営委員会

14日 本会議

15日 本会議、議会運営委員会

16日
本会議、常任委員会(財政総務、文教市民、健康
福祉、建設環境、予算)

17日
財政総務常任委員会、予算常任委員会（財政総
務分科会）

18日
文教市民常任委員会、予算常任委員会（文教市
民分科会）

21日 予算常任委員会（健康福祉分科会）

22日
建設環境常任委員会、予算常任委員会（建設環
境分科会）

23日 予算常任委員会

25日 議会運営委員会

28日 本会議、議会運営委員会

※本会議の各質問日の質問者・項目を事前に市議会ホームページに掲載します。

※本会議傍聴時の一時保育は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大が収束するまでの間は休止します。

議会運営委員会小協議会委員を

選任しました
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